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２ 保育者の資質・能力の向上  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門性の向上 

目標① 体系的な研修計画の整備・充実 

役割や経験年数等に応じて保育者に求められる資質・能力を明確化し、目標

に照らした効果的な研修ができるよう研修内容を体系的に整理して示すなど研

修体系を整え、その充実に努めます。  

【県・県教育委員会】 

○「鳥取県保育者キャリアガイドライン」を活用した研修の実施 

○役割や経験年数等に対応した効果的な研修の推進     

・新規採用幼稚園・幼保連携型認定こども園教員研修、中堅教諭等資質向上研修など節目ご

との研修の実施（幼稚園・幼保連携型認定こども園） 

・鳥取県幼児教育充実期ミドルリーダー研修会の実施（園内研修を推進する担当者） 

・管理職対象の県教育センターの専門研修(園経営研修)の実施 

・実態に応じて対象者を絞った「幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修会」の実施 

○関係部局等と連携した研修体系の検討 

〇職務内容に応じた保育士等キャリアアップ研修の実施 

○市町村や幼児教育関係団体等で実施する研修の支援 

【市町村・設置者】 

○「鳥取県保育者キャリアガイドライン」を活用した体系的な研修を実施しましょう。 

○各園の研修に関する実態を把握し、助言・支援をしましょう。   

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○「鳥取県保育者キャリアガイドライン」を活用し、役割や経験年数を踏まえた体系的な研修

計画を作成する等、園内研修の充実に努めましょう。 

○管理職は、保育者一人一人の経験や課題等に応じて求められる資質・能力、研修履歴等を把

握して適切な受講奨励をするなど保育者等の人材育成を図りましょう。 

○自己評価をもとに、園内での研修に加え、外部研修を自主的に受け、教育・保育の質の向上

に努めましょう。 

基本方針（１）研修体制の整備 

保
育
者
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

保育者は、「遊びきる子ども」の育成をめざすため、幼児教育の専門家としての

確かな力量を備えなければなりません。そのため、経験年数や園の課題等に応じ

た効果的な研修を推進し、幼児教育の質の向上に努める必要があります。 

保育者の研修を更に充実し、資質・能力及び専門性を高めることにより、質の高

い幼児教育をめざします。 
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 POINT 

 

 

  

保育者一人一人がキャリアステージに応じた実践的指導力を身に付けることが、市町村・法

人等全体の教育・保育の質の向上を高めることにつながります。 

◆幼児教育センター 

 ・鳥取県幼児教育推進研究協議会 

・幼保小接続推進研修会 

 ・鳥取県幼児教育充実期ミドルリーダー研修会 

 ・幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修会 

・市町村・法人等幼児教育指導者連絡会 

◆教育センター 

 【法定研修】 

・新規採用幼稚園・幼保連携型認定こども園教員研修 

 ・中堅教諭等資質向上研修（幼稚園等） 

 【専門研修】 

 ・園経営研修 

◆子育て王国課 

・保育所保育指針実践研修会 ・保育士等スキルアップ研修会 

 ・保育者等保護者・家庭支援研修会 

・病児保育研修会 

・保育士等キャリアアップ研修 

 ・保育所・幼稚園・認定こども園リーダー養成研修 

 ・子育て支援員研修 ・保育要録研修 ・安全管理研修 

・保育従事者（保育士以外）研修会 

 

研修等一覧 施 策 

幼児教育団体等 

 
◇鳥取県子ども家庭育み協会 

・食育研修会   ・保育士研修会 

・病児保育研修会 ・障がい児保育研修会＊ 

・乳児保育研修会＊  

・鳥取県保育推進研究大会 

◇鳥取県国公立幼稚園・こども園教育研究会 

・鳥取県国公立幼稚園・こども園研究大会 

◇鳥取県私立幼稚園・認定こども園協会 

・鳥取県私立幼稚園・認定こども園教育保育研修大会 

◇鳥取県人権保育連絡会 

・鳥取県人権・同和保育研究会及び新任職員人権・同和

保育研修会＊ 

・人権保育新任研修＊ 

・人権保育基礎研修＊ 

◇鳥取県社会福祉協議会 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修過程 

・新人保育士等合同研修会＊ 

＊子育て王国課委託事業 

保育士等キャリアアップ研修の対象については子育て王国課 HP及び通知文書等を参考にしてください。 

「鳥取県保育者キャリアガイドライン」（改訂版）（令和 7 年４月 鳥取県・鳥取県教育委員会（鳥取県幼児教育センター） 

県・県教育委員会 

３種類のキャリアガイドラインは、幼児教育・保育施設のすべての職員を対象としています。

◎正規職員用 ◎管理職用 ◎専門職員・会計年度任用職員・臨時職員用（パート職員も含む） 

幼児教育を取り巻く環境が変化していること等を踏
まえ、正職員等では、職員に求められる資質・能力を
「職員に必要な素養（素養、園運営・職員連携）」「幼
児理解」「保育実践」「特別な配慮や支援を必要とする
幼児への対応」「ICTや情報・教育データの利活用」の
５つの柱で再整理しています。また、管理職において
は、「園経営」の中に園の内外環境に関するアセスメン
ト、教育力を高めるファシリテーションの項目を追加
しています。 

 
 

「鳥取県幼児教育センターホームページ」に鳥取県

保育者キャリアガイドラインを掲載していま

す。印刷して御活用ください。 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（１）研修体制の整備 

目標② 組織的・計画的な研修の推進 

 園内・園外において、園や保育者等の課題に応じた研修が組織的・計画的に

できるよう研修体制を整え、研修機会の確保に努めます。 

  

【県・県教育委員会】 

○担当指導主事、保育・幼児教育専門員による園内研修支援 

○園外研修参加への支援  

・幼稚園・認定こども園・保育所等の保育者の研修に係る旅費の支援（中央協議会、体育・

保健体育指導力向上研修） 

・研修参加に係る代替保育者の配置支援の充実  

○正規職員以外の任用の異なる職員の研修機会の確保 

○幼児教育・保育施設における管理職のマネジメント能力やリーダーシップの向上を図る研修

の充実 

○研修をマネジメントし、リードするミドルリーダーの育成（鳥取県幼児教育充実期ミドルリ

ーダー研修会） 

○新規採用幼稚園・幼保連携型認定こども園教員研修公立園対象者への研修指導員派遣 

○施設の職場環境改善や働き方改革に向けた取組支援 

【市町村・設置者】 

○保育者等が研修に参加できる体制をつくりましょう。 

・園外研修参加に要する経費の助成   

・年間スケジュールの立案   

・正規職員以外の任用の異なる職員等の研修機会の確保 

○全保育者等で研究が推進できる体制づくりへの支援をしましょう。  

○園のＩＣＴ環境の整備を図りましょう。 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○研修の体制づくりを行いましょう。 

・研修をマネジメントし、リードするミドルリーダーの位置付け 

・正規職員以外の任用の異なる職員等の研修機会の確保 

・保育者等による主体的な研修参加のための研修内容や時間の工夫（勤務体制調整や工夫等） 

○職場環境を見直しましょう。 

・風通しの良い職場風土づくり（同僚性の構築） 

・勤務環境の改善（ノンコンタクトタイムの確保、ＩＣＴ環境の整備） 

保
育
者
の
資
質
・
能
力
の
向
上 
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＜施設長向け働き方改革セミナー＞ 

学生が就職先選びに働きやすさを求めることや保育者の 

離職が多い現状等に鑑み、施設の働きやすさについて学ぶ 

ために開催しています。 
 

＜エルダー・メンター制度＞ 

若手保育士等の離職防止と保育施設の魅力向上を目的に、若手保育者に先輩職員が 1 対 1 で寄り

添いながら、対話を通して仕事上の不安・悩みの解消を図る実施施設の認証を行っています。 

【施設における認証のメリット】 

①施設の魅力アップにつながり、学生から就職先として選ばれる施設になる。 

 ②人材育成に熱心な施設・運営者として、保護者等からの認知度が向上する。 

 POINT 

 

  

 休憩時間とは別に子どもと離れ 

業務を行う時間の確保は保育者の 

資質向上の面からも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ノンコンタクトタイム】 

保育者がワーク・ライフ・バランスを実現しながら、生き生きとやりがいや充実感をもっ

て働ける勤務環境とすることが大切です。管理職等のマネジメント能力やリーダーシップ

の向上等による勤務環境の改善を進めていきましょう。 

 

職場環境改善や働き方改革 

に向けた取組支援 

園内研修をコーディネートする力

量及びマネジメント力を高める研修

を２年間通して実施し、幼児教育の

質の向上をめざしています。 

  施   策   

施 策 

 

鳥取県幼児教育充実期ミドルリーダー研修会 施 策 

 

参加者の声 

午後の時間に事務

室で記録を書くこと

で、集中して業務が

できます。 

 週に２日、ノ

ンコンタクトタ

イムを取るよう

にしています。 

 

改めて、保育の質を高め
るものが園内研修だと学び
ました。職員がお互いの意
見、思いなどを出し合い、
次のステップにどうつなげ
ていくかを考える場として
高め合っていきたいです。
建設的な意見を出し合える
雰囲気が大切だと感じまし
た。 

職員の声を引き出すこ
とが園の課題としっかり
向き合っていく第一歩で
あることが分かりまし
た。悩みや課題と感じて
いることを出すことで、
自分事として保育を見つ
め直し、一人一人の意識
向上につながると思いま
した。 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（２）研修内容の充実  

目標① 専門性の向上のための研修の充実 

 幼稚園・認定こども園・保育所等や保育者の課題、今日的な課題に応じた研

修ができるよう研修方法を工夫したり、学校評価・園評価を生かしたりして、

研修内容の充実を図り、保育者の専門性の向上をめざします。 

 

研修の成果を保育実践や園運営等に還元し、保育・幼児教育の質の向上に取

り組みます。 

 

  

  

【県・県教育委員会】 

○園内の教育実践と往還のある効果的な園外研修の実施 

○保育者のニーズを踏まえた研修の企画 

○オンライン研修、対面研修の効果的な実施 

○担当指導主事、保育・幼児教育専門員による園内研修支援 

○研修成果の還元機会の提供 

 

【市町村・設置者】 

○地域の課題やニーズに応じた研修会を開催しましょう。 

○学校評価・園評価を活用した園の教育・保育の質の向上を推進しましょう。 

○各園の研修に関わる情報を提供しましょう。 

○研修成果の還元機会を提供しましょう。 

○オンライン研修、集合研修を効果的に実施しましょう。 

 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○研修内容の充実に努めましょう。 

・学校評価・園評価に基づいた研究テーマの設定 

・研究テーマに基づいた研修計画の作成 

○１年間の研修を振り返り、次年度につなげましょう。 

○園内研修を活性化しましょう。 

・外部講師を招いた園の研究テーマに即した研修の充実 

・保護者や地域の人に向けた公開保育や講演会の実施 

・研修の内容や成果を保育者等で共有 

○園内・園外研修を活用・充実し、保育者等の専門性を高めて実践につなげましょう。 

 ・保育者等としての素養の涵養、安全・安心な保育・教育の展開 

 ・職務内容に応じて、必要な知識及び技能の習得・維持及び向上 

 

保
育
者
の
資
質
・
能
力
の
向
上 
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研究テーマに基づいた研修計画の作成 

 研究を進めるにはまず、子どもの実態把握が大切です。園の教育・保育目標、めざす子
ども像と実態とのずれを生じさせている原因が課題であり、この課題克服、よいところを
更に伸ばす取組が研究、めざすゴールをイメージさせるものが研究テーマです。研究テー
マは学校評価・園評価の重点目標と関連深いものになります。研究テーマに係る研修と、
その他の研修を分けて計画を立て、ＰＤＣＡサイクルで研究を進めていきましょう。 

 POINT 

 

【教職員の研修について】 

教職員の園外研修への積極的な参加 園内研修の充実 

公開保育の実施状況 研究テーマを意識した計画の作成（R3） 

 令和３年度はコロナ禍でもあり、園外研修への参加率は
全体として下がっています。反対に、園内研修の充実度は
上がっています。また、園内研修については、研修計画を作
成し、研究テーマを意識して、実施している園が増加して
います。公開保育の実施率が下がっていますが、外部講師
を招いて実施するなど、園内研修の充実を図りましょう。 

 POINT 

 

「令和３年度鳥取県幼児教育調査結果」 

（令和４年３月 鳥取県教育委員会鳥取県幼児教育センター） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴを使った研修】 

※研究を進める上で 

明らかにしたいこと 
・園目標 
・めざす子ども像 
・重点目標 
・研究テーマ 
・研究の重点 
・研究の仮説 等 

クラウド上

で情報を共有

し、他者の考

えを参考にし

ながら、自分

の考えをまと

めています。 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標② 地域における学び合いの場づくり 

保育者等が、他園の保育者と情報共有・相互理解を図り、共に学び合うこと

のできる研修の充実に努め、幼児教育の質の向上をめざします。 

 

  

  

【県・県教育委員会】 

○研修を通じた他園との情報共有と学び合いの場づくり   

・「幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修会」の開催 

・各種研修会での情報交換や演習の実施 

○地域における保育・幼児教育関係者のネットワーク構築と協議の場づくりの支援 

 ・市町村・法人等幼児教育指導者連絡会の開催 

○保育士資格や幼稚園教諭免許の併有取得支援（令和１１年度まで） 

○幼稚園教諭二種免許状の一種免許状への上進のための教育職員免許法認定講習 

〇特別支援学校教諭二種免許状取得のための教育職員免許法認定講習 

 

【市町村・設置者】 

○地域において、園の管理職や職員が互いに学び合う関係づくりを進めましょう。 

○地域や小学校等に情報を提供し、幼児教育の特性に関する認識の共有をしましょう。 

○他の市町村や設置者の保育者との意見交換や相互交流を推進しましょう。 

 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○近隣の幼稚園・認定こども園・保育所等の保育者等の意見交換や相互交流を進めましょう。 

○現場間で互いに保育を見合い、対話する機会をもちましょう。 

○他園との交流をもちましょう。 

 

 

保
育
者
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

基本方針（２）研修内容の充実  
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市町村・法人等幼児教育指導者連絡会 施 策 

 市町村保育担当課が園種や設置者の

区別なく、域内の幼児教育の質の向上

をめざし、組織的・計画的に研修がで

きる体制をつくっています。 

相互交流できる研修体制 

市町村を越えた研修体制 

 日野郡では、日南町、日野町、江

府町の 3 町で、研修ができる体制を

つくっています。 

 幼児教育に関する課題等を共有し、園に

対して指導助言をすることができたこと

で、保育の質の向上につなぐことができま

した。 

 市町村・法人等の保育担当者、保育リーダー等が共通のテーマ

で協議したり情報交換したりすることを通して、担当者同士の連

携の充実及び保育の質の向上をめざすことを目的としています。 

 令和６年度は連絡会を 3 回実施し、「各市町村・法人等におけ

る研修のもち方」、「幼保小の架け橋プログラムの取組」、「学校評

価・園評価」をテーマに協議・情報交換を行いました。 

＜参加者の感想＞ 

保育現場で求められる知

識や技能をより深め、更に

専門性を高めていくために

情報交換の場を大切にして

います。（鳥取市担当者） 

 

 

       

今後も幼児教育に関わる国の動向や

県の取組について学び、園と常に話し

合い、幼児教育センターの指導主事や

他市町の担当者と連携を取りながら進

めていきたいです。 

 POINT 

 

 市町村・法人等の担当者同士で共有した幼児教育に関する取組・課題等を、 
園への情報提供や指導助言に生かしましょう。 


